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第１９４７回例会（2008 年 10 月 14 日） 

点鐘              田中会長 

ロータリーソング      我等の生業 

お客様 

パストガバナー        藤田亘弘様 

会長挨拶            田中会長 

 

 皆さんこんに

ちは。藤田パス

トようこそ！ 

まず最初に、先

日行われました

会長・幹事会の

報告を致します。 

奉仕プロジェクト部門としてペットボトルの回

収を行っているのでクラブを超えての協力。 

財団部門より下記の通り要請事項 

・ロータリーカード加入のお願い 

・ポリオ撲滅チャリティコンサート 

 平成 21 年 1 月 30 日ＰＭ6:00 ～ 

 さいたま芸術劇場 

次にいつもの通り、国際ロータリーニュースよ

りいくつか紹介をします。 

「奉仕と親睦を兼ねる展示会」ということで、

西アフリカ・プロジェクト展示会は今年で 5 年

目を迎え、第 9100 地区（西アフリカ）の 50 の

ロータリークラブが参加します。この展示会は、

西アフリカの貧困地域における水対策、飢餓緩

和、ポリオ撲滅に取り組むプロジェクトを、援 

 

 

 

 

 

 

 

 

助国（多くは北アメリカやヨーロッパ）の共同

提唱クラブに紹介するものです。ロータリー財

団のプログラムに焦点を当てた情報セミナーが

開かれる他、アビジャン周辺地域で 2 日間にわ

たるポリオ予防接種プログラムも行われます。 

海外から約 75 の共同提唱者が出席予定のこの

展示会では、200 件のプロジェクトが提案され

ることになっています。 

『韓国で開かれた「子供の死亡率低下」会長主

催会議に１万人が集まる』という記事を紹介し

ます。去る 9 月 2 日、1 万人近く韓国のロータ

リアンが集まり、子供の死亡率低下への取り組

みを約束しました。「私たちが力を合わせれば、

死と隣り合わせに生きる一人の子供の命を助け

ることができます」と、李会長は韓国の一山に

ある韓国国際展示場の聴衆に語りかけました。

集まったロータリアンを代表して、李会長は 5

億ウォン（431,890 米ドル）の小切手を、韓国

国際医療財団と韓国共同募金に贈呈しました。

この 2 つの団体は、子供の死亡率低下に取り組

む韓国の団体で、アフリカの母子に医療を提供

する小さな病院を建設することを目指して、授

与された資金と同額の資金を提供する予定です。 

幹事報告          渡辺良一会員 

① インターアクト合同奉仕活動についてがき

ております。 

日時  2008 年 11 月 3 日（月）9；00～ 

場所 大宮駅・さいたま新都心・浦和駅 

② 杉戸町国際交流協会よりバッセルトン訪問

Rotary Club of SUGITO 
杉戸ロータリークラブ週報 

2008～2009 年度 RI のテーマ 

Ｍａｋｅ Ｄｒｅａｍｓ Ｒｅａｌ 

 

会長 田中昌夫 幹事 大作 茂  



 

 

団来町のご案内がきております。 

10 月 29 日（水）～11 月 10 日（月）13 日間 

③再送で生活習慣病講演会のご案内がきており

ます。 

委員会報告 

社会奉仕委員会       篠原委員長 

 

 先週皆さんにＦ

ＡＸがお送りして

あると思いますが、

杉戸町の産業祭に

てバザーを行い、

その売上金を杉戸町障害者団体に寄付をしたい

と思います。つきましては品物の提供をしてい

ただきたく、21 日の例会終了後にいただきに伺

いますのでよろしくお願い致します。時間は 3

時過ぎから回収を始める予定です。 

卓話             藤田亘弘様 

 

《ロータリー倫理訓と私》 

 今月は職業奉仕月間ですので何か職業奉仕に

関する卓話をということで本日伺いました。た

だ今の関口さんの紹介で「物静かで最もロータ

リアンらしいロータリアン」と言われましたが

とんでもございません。「ダジャレが得意な落

語家のようなガバナー」でございます。私の所

属しております吉川ロータリークラブと杉戸さ

んは同じ時期に生まれたクラブですが、私のク

ラブは吉川イブニングと合併をいたしまして

15 名と 16 名で 31 名になりました。ところが、

いつも例会に出ているのはせいぜい 5～6 人で

あとは知らないイブニングのメンバーなので、

よそのクラブに行っているような感じがしてお

ります。その点、こちらのクラブには知ってい

る人がたくさんおりますので安心してお話が出

来ます。 

 今年度のガバナー月信にはロータリーエッセ

イと職業倫理訓が載せてありますので、是非そ

れを読んで頂きたいというＰＲの役目を私は仰

せつかっております。職業倫理訓は１１ヶ条か

ら成っており、毎月紹介をしていくようです。 

 私は 1971 年にロータリーに入会しましたが、

その時は自分の職業をやっていたわけです。皆

さんそれぞれ事業主の方ですから立派な職業に

対する考えを持っていらっしゃると思います。

それらの考えとロータリーの宣言や倫理訓を参

考にするというのが建前ではないかと思います。

今から 17 年前の 1991 年、バブルがはじける前

に私の事業は順調に発展して、福島県の小野町

という所に 3 万坪の土地を買って、ある自動車

部品の工場を建てるという計画がありました。

その当時 8900 円だった土地が 1 年経ったら

28000 円になってしまいました。3 億で買えるは

ずだったのが 9 億になってしまう訳です。その

うち91年9月にガバナーに指名されてしまいま

して、関口さんもご存知だと思いますが、2 年

間ぐらいは全く仕事が出来ないわけですから、9

億のお金を投資して、これはあぶないと思いま

した。倫理訓第 3 条の中に「野心」という言葉

がでてきますが、まさに私は「野心」を抱いて

いたわけです。そのままやっていたらバブルが

はじけて大変なことになっていました。ですか

ら私はガバナーをやったお陰で気づかせてもら

え、ロータリーに感謝をしているのが実情です。 

 私は 2 代目として父の会社に入ったのは、父

が病気になったからで、それまで私はサラリー

マンをやっておりました。そんな私に父が子供

だった頃から言っていたことは「絶対に他人に

迷惑をかけてはいけない」ということと「社会

に対する貢献はお前の人生に対する家賃なん

だよ」ということです。ロータリーには家賃を

払うチャンスがいくらでもあります。地域社会

や世界に対する家賃を払う場を提供してくれる

訳ですから・・・そして、それは私が選択をそ

ればいいのです。 

 もう一つ父が言っていたのは「本業を絶対忘

れてはいかん」ということです。私の会社は自



 

 

動車の開発の部品を作っているのですが、バブ

ルの時代には「土地を買う」「ゴルフ場に投資す

る」「株を買う」と儲かるからとさんざん言われ

ました。もちろん銀行がお金を貸してくれるわ

けです。しかし、父は「本業以外で金もうけを

したら汗をかかないで儲ける。それは本業を忘

れることになってしまう」と言っておりました。

父は全く金もうけが下手くそでしたが、私はそ

んな父を尊敬しております。また、父は「自宅

を城にするな！」とも言っておりました。我々

は職業人ですから自宅を立派にしてしまったら、

会社に行かなくなってしまうわけです。私は当

時は江戸川区の平井に住んでおりましたが、住

まいは粗末なものでした。今は大宮に住んでお

りますが・・・自宅が粗末だということはお金

が無いわけですね。そうしたことからもお金が

ないことを幸せだと感じております。 

 また父が言っていたことに「縁を大切にしな

さい」ということもあります。父は「ご縁」と

言っておりましたね。私は毎年年賀状を 800 枚

くらい書くのですが、全部肉書きです。私は写

真が趣味ですので、暑中見舞いも 300 枚くらい

書きますが、これもすべて肉書きです。パソコ

ンで作ったものは読んでもらえないんですね。

これも「ご縁」を大切にしたいと思うから出来

ることです。 

 最後に今日の本題であります職業奉仕につい

てですが、普通、職業というと英語では

occupation,business と出てきますがロータリ

ーでいう職業とは vocation いわゆる「天職」

ということなのです。「天から、神から与えられ

た職業」ということです。ロータリーの友 10

月号のＲＩ会長メッセージで李会長が言ってい

る言葉「韓国が戦後数十年で目覚しい成長を遂

げたのは、誠実・名誉・勤勉・公正といったロ

ータリーの価値観が韓国人には生まれながらに

して備わっているということです」そして、倫

理的な行動を重んじることが経済を豊かにした

理由です。これと同様な経験を私もしておりま

す。1988 年、今から 20 年前にＧＳＥでベルギ

ーに行った時、ベルギー商工会議所会頭会議で

日本の経済について何か話をしなさいと言われ

ました。話が終って質問の時に「日本は第二次

世界大戦で焼け野原になってしまった。それな

のに見事に復興したのはどうしてなのか？」と

聞かれました。私もしばらく考えましたが「日

本人は勤勉な国民です。9 年間の義務教育とい

う制度もあり、国民は充分な教育を受けている

から」というような答えをしたことを思い出し、

まさに李会長の考えと同じだと思いました。そ

して、ロータリーで学んだことは「陰徳と寛容」

です。陰徳とは「人に知れぬように施す恩徳、

陰徳を積んだ人には、よい報いが目に見えて現

れる」この文章を変えてみるとロータリーの第

２テーマに似ていると思いませんか？「最もよ

く奉仕する者、最も多く報われる」です。そし

てとてもいい文を見つけましたので紹介します。 

「尊いのは 頭でなく 手でなく 足の裏で

ある。 

一生ひとに知られず一生きたない処と接し 

黙々としてその努めを果たしてゆく 

足の裏の教えるもの  

頭から 光が出る まだまだだめ 

顔から 光が出る まだまだあかん 

足の裏から 光が出る そのような方こそ 

ほんとうに 偉いのである。」   

              坂村 真民 

そして最後に私の大好きなポール・ハリス“ロ

ータリーの道”より次の言葉を紹介して終わり

にします。 

「ロータリーがより寛容でより他の人の良さを

認め、より他の人と親しく交わり助け合うよう

にしてくれるなら、そして人生の美しさと喜び

を発散し伝えるようにしてくれるなら、それが

我々が求めるロータリーすべてである。それ以

上ロータリーに何を求めることがあろうか」 

出席報告            仁部会員 
出席免除 ２名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

10/14 30 15 15 5 65% 

スマイル報告          仁部会員 

藤田パストガバナー卓話ありがとうございま

す。以下同文⇒会員全員 

      本日投入額  １８，０００円 

      累計額   ２９４，０００円  


